
OD�����⃑＝0 でもあることから k の値が�⃑�𝑎𝑎𝑎，𝑏𝑏𝑏𝑏�⃑で表される。数学的論拠に基づいて結論を導く

ことを通して，表現・処理について評価している。 

(ⅱ)  OR�����⃑ はOC�����⃑ とOD�����⃑ の一次結合で表されることは，誘導の一定の手順に従って処理すること

で求められる。このことから表現・処理に関して評価している。 

(ⅲ)点 R の距離が最小であるためには，直線ℓ上に 2 点 O，D があることから，OC�����⃑方向に遠

ざからないことである。つまりOR�����⃑をOC�����⃑とOD�����⃑の一次結合で表すときの，OC�����⃑の係数の絶対

値が最小であればよい。従って t２－ 2
𝑘𝑘𝑘𝑘+1

t＋ 2
𝑘𝑘𝑘𝑘+1

 ＝�𝑡𝑡𝑡𝑡 − 1
𝑘𝑘𝑘𝑘+1

�
2

+ 2𝑘𝑘𝑘𝑘+1
(𝑘𝑘𝑘𝑘+1)2

 であるから t＝ 1
𝑘𝑘𝑘𝑘+1

のとき

点 R と直線ℓの距離は最小になる。2 つの一次独立なベクトルの張る平面での斜交座標

と点と直線の距離に関する体系的な見方・考え方を評価する設問となっている。 

３ 総評・まとめ  

「数学Ⅱ」，「数学Ⅱ・数学Ｂ」の受験者を合わせた人数の合計は約980人である。第１問と第２

問は「数学Ⅱ」との共通問題であり，印刷レイアウトも同様であるため，選択科目間での難易差が

生じないよう公正に評価できる配慮がなされている。選択問題の第３，４，５問に関して大きな難

易差が無く，「数学Ⅱ・数学Ｂ」までを履修した受験者を想定した出題範囲で公正な設問がなされ

ているだけでなく，限られた出題範囲内であるにもかかわらず，数学的に考えることのよさ，数学

的な処理のよさ，数学の実用性などを実感させる出題を具体的に示し，数学的思考力を公正に評価

しようとしている。また，マークシートの出題形式の制約と，出題範囲の制限の中で数学の本質的

な内容を問い，数学の事象について統合的･発展的に考え問題を解決する設問と，日常生活や社会の

事象を数理的に捉え数学的に処理し問題を解決する設問を通して，「数学のよさ」を具体的に示そ

うとしている。これらの点で，問題作成関係者に対し敬意を表したい。 

４ 今後の共通テストへの要望 

ページをめくった後で再度元のページに戻って確認するなどの思考の分断が起こらないように，

問題のまとまり毎に思考過程を記録し，検証するための見開きページでの印刷レイアウトによる余

白と下書き用紙の確保，マーク箇所の煩雑さの回避，選択肢から選ぶための二重四角で表記された

マーク欄，導入や展開・振り返りでの誘導の工夫により，数学的思考の過程を十分に評価する時間

が捻出できるよう引き続き要望する。また，人物名の固有名詞記載に関しての十分な配慮も，予め

適正に事象を数学化し，数学の問題に焦点化された設問にする工夫として行っていただきたい。 

数学の学習が傾向・対策の惰性に陥ることのないよう，共通テストでは，典型的であっても毎年

受験者が試験対策をしているにもかかわらず正答率が向上しにくい学習分野や設問を示し続けて

いただきたい。さらに，高等学校の「数学」の学習内容を適正に評価するために，数学以外の知識

により選択肢が選択されることのないよう，数学的思考に基づいた過程と判断を評価し，受験者が

本質的でない箇所でつまずかない設問の組み立てと流れ，導入部分や誘導方法に関しても数学的な

推論が働く問題であることを期待する。 

今後も，数学教育の観点から見て本質的な内容を問う出題によって，「数学のよさ」を設問の中

で継続して示し，生徒が肯定的な数学観をもてるように配慮する同時に，数学的に考える資質・能

力を適正に評価できるよう解答時間が十分確保されるよう，問題の分量にも配慮をお願いしたい。 

 

第３ 問題作成部会の見解 

数学Ⅱ，数学Ⅱ・数学Ｂ  

１ 出題教科・科目の問題作成の方針（再掲）  

○ 数学的な問題解決の過程を重視する。事象の数量等に着目して数学的な問題を見いだすこと，

構想・見通しを立てること，目的に応じて数・式，図，表，グラフなどを活用し，一定の手順

に従って数学的に処理すること，及び解決過程を振り返り，得られた結果を意味付けたり，活

用したりすることなどを求める。また，問題の作成に当たっては，日常の事象や，数学のよさ

を実感できる題材，教科書等では扱われていない数学の定理等を既知の知識等を活用しながら

導くことのできるような題材等を含めて検討する。  

２ 各問題の出題意図と解答結果  

具体的な出題範囲は以下のとおりである。  

「数学Ⅱ」  

いろいろな式，図形と方程式，指数関数・対数関数，三角関数，微分・積分の考え（以上必答）  

「数学Ⅱ・数学Ｂ」  

いろいろな式，図形と方程式，指数関数・対数関数，三角関数，微分・積分の考え（以上必答）

確率分布と統計的な推測，数列，べクトル（以上選択解答）  

  

問題の構成については，「数学Ⅱ」では４問を出題し，「数学Ⅱ・数学Ｂ」では第１問及び第２問

を必答，第３問から第５問の中から２問を選択解答するものとし，合計５問を出題した。「数学Ⅱ」

の第１問・第２問は，「数学Ⅱ・数学Ｂ」の第１問・第２問と共通とした。   

⑴ 「数学Ⅱ」  

① 出題意図 

第１問   

〔１〕対数の和と積の大小関係を考察する問題において，論理的に推論したり，数学的な見

方・考え方を基に的確かつ能率的に処理したり，解決過程を振り返り，見いだした事柄を

既習の知識と結び付け，概念を広げたり深めたり，統合的・発展的に考えたりすることが

できるかを問うた。 

〔２〕正接の値を考察する問題において，目的に応じて数・式，表などを活用し，一定の手

順に従って数学的に処理したり，数学的な見方・考え方を基に，的確かつ能率的に処理し

たり，数学の事象の特徴を捉え，数学化したり，解決過程を振り返って，数学的な見方・

考え方のよさを見いだしたりすることができるかを問うた。 

第２問   

  定義域を変えながら関数の最大値と最小値を考察する問題において，目的に応じて数・式，

図，表，グラフなどを活用し，一定の手順に従って数学的に処理したり，数学的な見方・考

え方を基に，的確かつ能率的に処理したり，解決過程を振り返り，数学的な見方・考え方の

よさを見いだしたりすることができるかを問うた。 

第３問   

条件を満たす点の軌跡を考察する問題において，目的に応じて数・式，グラフなどを活
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用し，一定の手順にしたがって数学的に処理したり，数学的な見方・考え方を基に，的確か

つ能率的に処理したり，解決過程を振り返り，見いだした事柄を既習の知識と結び付け，概

念を広げたり深めたり，得られた結果を基に拡張・一般化したりすることができるかを問う

た。 

第４問 

ある複素数の累乗が実数になるための条件を考察する問題において，数・式などを活用

し，一定の手順にしたがって数学的に処理したり，数学的な見方・考え方を基に，的確かつ

能率的に処理したり，数学的な問題を解決するための見通しを立てたり，解決過程を振り返

って，統合的・発展的に考えたりすることができるかを問うた。  

⑵ 「数学Ⅱ・数学Ｂ」  

① 出題意図  

第１問 「数学Ⅱ」第１問と同じ 

第２問 「数学Ⅱ」第２問と同じ 

第３問   

信頼区間を考察する問題において，事象の特徴を捉えて数学的な表現を用いて表現したり，

一定の手順に従って数学的に処理したり，数学的な見方・考え方を基に的確かつ能率的に処

理したりすることができるかを問うた。 

第４問   

ある手順に従って決まる点の動きについて考察する問題において，数学の事象の特徴を捉

え，数学化したり，一定の手順に従って数学的に処理したり，数学的な見方・考え方を基に

的確かつ能率的に処理したりすることができるかを問うた。 

第５問   

条件を満たす点を考察する問題において，数学の事象の特徴を捉え，数学化したり，目的

に応じて数・式，図などを活用し，一定の手順に従って数学的に処理したり，数学的な見

方・考え方を基に的確かつ能率的に処理したり，解決過程を振り返り，数学的な見方・考え

方のよさを見いだしたりすることができるかを問うた。   

３ 自己評価及び出題に対する反響・意見等についての見解  

出題に対する意見と評価を高等学校教科担当教員及び日本数学教育学会からいただいた。  

高等学校教科担当教員からは，以下の設問について，「学びの質によって差がつきやすい良問で

ある」との評価をいただいた。  

   ・数学Ⅱ 第１問〔２〕「 ネ 」（数学Ⅱ・数学Ｂ 第１問〔２〕「 ネ 」） 

   ・数学Ⅱ・数学Ｂ 第３問⑶(ii) 

 ・数学Ⅱ・数学Ｂ 第４問⑵(ii)  

・数学Ⅱ・数学Ｂ 第５問⑶ 

  また，全体を通して数学的な問題解決の過程を重視しており，問題作成方針に沿った出題とな

っているとの評価をいただいた。特筆すべき点として，数学と日常生活や社会の事象との結びつ

きや，数学の問題の背景を考えることで，数学の有用性や面白さ，楽しさなどを見いだし，さら

には「数学のよさ」を実感することができる点が挙げられた。 

日本数学教育学会からは，次のような評価をいただいた。  

〇選択科目間での難易差が生じないよう公正に評価できる配慮がなされている。 

〇限られた出題範囲内であるにもかかわらず，数学的に考えることのよさ，数学的な処理のよ

さ，数学の実用性などを実感させる出題を具体的に示し，数学的思考力を公正に評価しよう

としている。 

〇数学の本質的な内容を問い，数学の事象について統合的・発展的に考え，問題を解決する設

問と，日常生活や社会の事象を数理的にとらえ数学的に処理し問題を解決する設問を通して，

「数学のよさ」を具体的に示そうとしている。 

 以上の評価から，１に示した「数学Ⅱ」及び「数学Ⅱ・数学Ｂ」の問題作成方針に基づく今回の出

題を高く評価いただいたと考える。特に，「数学Ⅱ・数学Ｂ」の第５問については，マーク箇所の煩

雑さを回避するために選択肢から選択させる解答形式により，本質的な数学の思考のための時間が捻

出できるよう工夫されているという評価をいただいた。今回の出題で得た知見を基に，今後の出題に

向け，さらなる工夫・改善を図っていきたい。 

 一方，思考の分断が起こらないように，問題のまとまりごとの印刷レイアウトや，余白と下書き用

紙の確保をしたりする点，導入や展開・振り返りでの文章表現の工夫等により，思考時間を捻出でき

るようにする点等が引き続き要望することとして挙げられた。さらに，期待することとして，典型的

であっても正答率が向上しにくい学習分野における設問を示し続けたり，受験者が本質的でない箇所

でつまずかない設問の組み立てと流れの出題をしたりすることが挙げられた。 

 問題作成部会としては，これらの貴重な御意見を真摯に受け止めるとともに深く感謝する。  

４ ま  と  め 

追試験では本試験と同様に，本年度も引き続き問うべき資質・能力を明確にした上で，それらを

適切に評価するために必要な問題文や会話，図表の提示，問い方等について考慮するとともに，各問

題に充てられる思考時間を確保できるよう留意した。また，令和６年度大学入学者選抜に係る大学入

学共通テスト問題作成方針」の「問題作成の基本的な考え方」の一つに，「『どのように学ぶか』を踏

まえた問題の場面設定」が挙げられている。この問題作成方針に基づき，本年度も数学的な問題解決

の過程を重視し，複数の方針で解決することができる問題や問題解決の過程を振り返って統合的・発

展的に考察する問題等を出題した。これらの結果，知識の理解の質や思考力，判断力，表現力等，多

様な資質・能力を適切に評価することができたと考えている。 

また，日本数学教育学会からは，数学Ⅱ第３問について，「「どのように学ぶか」を踏まえた数学

的活動の場面設定が，本設問で具体的に提示されてもいる」と評価いただいた。日常の授業において，

数学的に考える資質・能力を身に付けさせるためにも，共通テストの問題を是非活用して欲しい。問

題作成にあたっては，履修内容や選抜試験としての問い方など様々な制約の中で行っている。しかし，

授業等でこれらの問題を扱う際は，そのような制約はある程度緩和される。したがって，単に過去問

として与えるのではなく，様々な工夫をして活用することが考えられる。例えば数学Ⅱ第３問では，

アポロニウスの円を扱った後に②式を一般化し，点Ｐの軌跡が円や直線になる場合とならない場合が

あることに気づかせ，③式の k，ｑと点Ｐの軌跡の関係について探究することが考えられる。数学

Ⅱ・数学Ｂ第５問では，ベジエ曲線の存在を説明し，第５問の条件のときどのような曲線を描けるか

について，ベクトルや座標を用いるなど様々な方法で探究する活動を通して，ベジエ曲線の活用事例

とともに数学が日常に活用されていることを例として紹介することが考えられる。このように問題の

選定にあたっては，数学的な問題解決の過程を重視し，数学的に興味深い題材や数学的内容の理解を

深めることを内在している題材なども考慮している。そのため，共通テストの問題を活用する際には，

問題の「答えを求める」ことに終始せず，数学化する過程を重視したり，解決過程を振り返って統合

的・発展的に考察することを通して，その問題の数学的な背景や本質を捉えたりすることを重視する

ことが大切である。このような学びを経験してきた受験者にとっては，「見慣れない」問題であって

も，既習事項と関連づけて既知の問題へと置き換えていくことができるようになると考えられる。問

題作成部会としても，引き続きこのような問題の作成に注力していきたい。 
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用し，一定の手順にしたがって数学的に処理したり，数学的な見方・考え方を基に，的確か

つ能率的に処理したり，解決過程を振り返り，見いだした事柄を既習の知識と結び付け，概

念を広げたり深めたり，得られた結果を基に拡張・一般化したりすることができるかを問う

た。 

第４問 

ある複素数の累乗が実数になるための条件を考察する問題において，数・式などを活用

し，一定の手順にしたがって数学的に処理したり，数学的な見方・考え方を基に，的確かつ

能率的に処理したり，数学的な問題を解決するための見通しを立てたり，解決過程を振り返

って，統合的・発展的に考えたりすることができるかを問うた。  

⑵ 「数学Ⅱ・数学Ｂ」  

① 出題意図  

第１問 「数学Ⅱ」第１問と同じ 

第２問 「数学Ⅱ」第２問と同じ 

第３問   

信頼区間を考察する問題において，事象の特徴を捉えて数学的な表現を用いて表現したり，

一定の手順に従って数学的に処理したり，数学的な見方・考え方を基に的確かつ能率的に処

理したりすることができるかを問うた。 

第４問   

ある手順に従って決まる点の動きについて考察する問題において，数学の事象の特徴を捉

え，数学化したり，一定の手順に従って数学的に処理したり，数学的な見方・考え方を基に

的確かつ能率的に処理したりすることができるかを問うた。 

第５問   

条件を満たす点を考察する問題において，数学の事象の特徴を捉え，数学化したり，目的

に応じて数・式，図などを活用し，一定の手順に従って数学的に処理したり，数学的な見

方・考え方を基に的確かつ能率的に処理したり，解決過程を振り返り，数学的な見方・考え

方のよさを見いだしたりすることができるかを問うた。   

３ 自己評価及び出題に対する反響・意見等についての見解  

出題に対する意見と評価を高等学校教科担当教員及び日本数学教育学会からいただいた。  

高等学校教科担当教員からは，以下の設問について，「学びの質によって差がつきやすい良問で

ある」との評価をいただいた。  

   ・数学Ⅱ 第１問〔２〕「 ネ 」（数学Ⅱ・数学Ｂ 第１問〔２〕「 ネ 」） 

   ・数学Ⅱ・数学Ｂ 第３問⑶(ii) 

 ・数学Ⅱ・数学Ｂ 第４問⑵(ii)  

・数学Ⅱ・数学Ｂ 第５問⑶ 

  また，全体を通して数学的な問題解決の過程を重視しており，問題作成方針に沿った出題とな

っているとの評価をいただいた。特筆すべき点として，数学と日常生活や社会の事象との結びつ

きや，数学の問題の背景を考えることで，数学の有用性や面白さ，楽しさなどを見いだし，さら

には「数学のよさ」を実感することができる点が挙げられた。 

日本数学教育学会からは，次のような評価をいただいた。  

〇選択科目間での難易差が生じないよう公正に評価できる配慮がなされている。 

〇限られた出題範囲内であるにもかかわらず，数学的に考えることのよさ，数学的な処理のよ

さ，数学の実用性などを実感させる出題を具体的に示し，数学的思考力を公正に評価しよう

としている。 

〇数学の本質的な内容を問い，数学の事象について統合的・発展的に考え，問題を解決する設

問と，日常生活や社会の事象を数理的にとらえ数学的に処理し問題を解決する設問を通して，

「数学のよさ」を具体的に示そうとしている。 

 以上の評価から，１に示した「数学Ⅱ」及び「数学Ⅱ・数学Ｂ」の問題作成方針に基づく今回の出

題を高く評価いただいたと考える。特に，「数学Ⅱ・数学Ｂ」の第５問については，マーク箇所の煩

雑さを回避するために選択肢から選択させる解答形式により，本質的な数学の思考のための時間が捻

出できるよう工夫されているという評価をいただいた。今回の出題で得た知見を基に，今後の出題に

向け，さらなる工夫・改善を図っていきたい。 

 一方，思考の分断が起こらないように，問題のまとまりごとの印刷レイアウトや，余白と下書き用

紙の確保をしたりする点，導入や展開・振り返りでの文章表現の工夫等により，思考時間を捻出でき

るようにする点等が引き続き要望することとして挙げられた。さらに，期待することとして，典型的

であっても正答率が向上しにくい学習分野における設問を示し続けたり，受験者が本質的でない箇所

でつまずかない設問の組み立てと流れの出題をしたりすることが挙げられた。 

 問題作成部会としては，これらの貴重な御意見を真摯に受け止めるとともに深く感謝する。  

４ ま  と  め 

追試験では本試験と同様に，本年度も引き続き問うべき資質・能力を明確にした上で，それらを

適切に評価するために必要な問題文や会話，図表の提示，問い方等について考慮するとともに，各問

題に充てられる思考時間を確保できるよう留意した。また，令和６年度大学入学者選抜に係る大学入

学共通テスト問題作成方針」の「問題作成の基本的な考え方」の一つに，「『どのように学ぶか』を踏

まえた問題の場面設定」が挙げられている。この問題作成方針に基づき，本年度も数学的な問題解決

の過程を重視し，複数の方針で解決することができる問題や問題解決の過程を振り返って統合的・発

展的に考察する問題等を出題した。これらの結果，知識の理解の質や思考力，判断力，表現力等，多

様な資質・能力を適切に評価することができたと考えている。 

また，日本数学教育学会からは，数学Ⅱ第３問について，「「どのように学ぶか」を踏まえた数学

的活動の場面設定が，本設問で具体的に提示されてもいる」と評価いただいた。日常の授業において，

数学的に考える資質・能力を身に付けさせるためにも，共通テストの問題を是非活用して欲しい。問

題作成にあたっては，履修内容や選抜試験としての問い方など様々な制約の中で行っている。しかし，

授業等でこれらの問題を扱う際は，そのような制約はある程度緩和される。したがって，単に過去問

として与えるのではなく，様々な工夫をして活用することが考えられる。例えば数学Ⅱ第３問では，

アポロニウスの円を扱った後に②式を一般化し，点Ｐの軌跡が円や直線になる場合とならない場合が

あることに気づかせ，③式の k，q と点Ｐの軌跡の関係について探究することが考えられる。数学

Ⅱ・数学Ｂ第５問では，ベジエ曲線の存在を説明し，第５問の条件のときどのような曲線を描けるか

について，ベクトルや座標を用いるなど様々な方法で探究する活動を通して，ベジエ曲線の活用事例

とともに数学が日常に活用されていることを例として紹介することが考えられる。このように問題の

選定にあたっては，数学的な問題解決の過程を重視し，数学的に興味深い題材や数学的内容の理解を

深めることを内在している題材なども考慮している。そのため，共通テストの問題を活用する際には，

問題の「答えを求める」ことに終始せず，数学化する過程を重視したり，解決過程を振り返って統合

的・発展的に考察することを通して，その問題の数学的な背景や本質を捉えたりすることを重視する

ことが大切である。このような学びを経験してきた受験者にとっては，「見慣れない」問題であって

も，既習事項と関連づけて既知の問題へと置き換えていくことができるようになると考えられる。問

題作成部会としても，引き続きこのような問題の作成に注力していきたい。 
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数学Ⅱ，数学Ⅱ・数学Ｂ




